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　生物の全体像を把握するために，個体から始まり，器官，組織，細

胞，さらに，細胞を構成する細胞小器官の形態や機能，そして，それ

らを構成するタンパク質や核酸などの分子を対象として話の展開を

スタート．また，細胞から器官，個体にいたるまでの，さまざまな調

節機能，行動，生殖，発生，遺伝，進化を順に取り上げた.

　将来，医療に携わる学生にとって，大いに手助けになる1冊である.

第１章 生物の全体像への道

１ 生物の成り立ち

２ 細胞の進化

３ 多細胞生物に必要なシステム

４ 細胞から組織・器官へ

５ 生命を構成する基本物質

６ 細胞の調節原理と機能

７ 細胞の情報の受容と伝達 (作用機構)

８ 生体内の情報ネットワーク

９ 生体防御機構

第２章 動物の感覚と行動

１ 反応行動と調節

２ 個体間のコミュニケーション

３ 感覚受容

４ 運動と反射

    (外界からの刺激に対する反応)

５ 感覚(運動を司る神経系)

６ 末梢神経の構築

７ 脳と行動

第３章 内部環境と恒常性の維持

１ 体液の構成と循環

２ 内分泌系による調節

３ 腎臓と肝臓の役割

４ 自律神経系

５ 内部環境のモニターと恒常性の調節

　 機構

第４章 酵素による生体内化学反応の促進

１ 酵素とは

２ 酵素の構造と基質特異性

３ 酵素の分類

４ 酵素が働くための条件

５ 酵素反応速度論

６ 酵素反応の阻害と調節

第５章 生命活動とエネルギー代謝

１ なぜATP生成に酸素が必要か？

２ 呼　吸

３ 代謝とエネルギー

４ エネルギーの利用

第６章 生殖と発生

１ 細胞の増殖のしくみ

２ 発　生

第７章 遺伝と分子生物学

１ 遺伝学の基礎用語 

２ メンデルの法則

３ 遺伝子の働き合い

４ 連鎖と組換え

５ 性と遺伝

６ 遺伝と変異

７ 遺伝子の本体

８ 遺伝子情報の発現

９ 遺伝子発現の調節

10 遺伝子と形態形成

11 遺伝子工学

12 ヒトゲノム解析プロジェクト

第８章 進化と分類

１ 進化とは

２ 進化の手がかり

３ 細胞と分子レベルでの進化

４ エピジェネティク遺伝

５ 生物の分類と系統

Appendix　生物実験の基本

１ 溶液の濃度

２ 酸・塩基とpH

３ 緩衝液

４ 生物，物理，化学，数学の基礎知識

５ バイオハザード

Column

ナノテクノロジー

フクロウは，なぜ左右の耳がずれている

のか？

レプチンと味覚

脳内麻薬物質

咀嚼と肥満

子の数－生物の不思議

細胞の危険因子

動物の大きさと生存時間
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◆ 高校で学んだ｢生物｣の復習に！
◇ ｢生命科学｣の“生命の分子的基盤”の補足に！
◆ 医療系学部の一般教養科目の｢生物｣の教科書に！
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